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の二つのタワーは、「二重化の眩暈の中」で ｢ 記号の指示するものの存在 ｣というオ





































はこのような戸籍不詳の「不純な」ものである（｢ 現代思想 ｣と ｢ポストモダン ｣の




















































































































































































































































あり、そこにはダイヤがたくさん埋っているに違いない。しかしこの ｢ 空白 ｣はドゥ





































































































スマート (1991).、レマート (1991). 、バーナウアー (1990). 
山本哲士は次のように述べている。「フーコー論のなかで、私の問題意識と合う（…これらの本を）












































































たとえば、Foucault, HSⅡの Conclusion や Deleuze (1981).の 2章を参照。
フーコーのコレージュ・ド・フランスにおける 1977年からの講義テーマは以下のとおり。
「安全、領土、人口 (77-78) 」「生政治の誕生 (81-82) 」「生者達の統治について (79-80) 」
「主体性と真理 (80-81) 」「主体の解釈学 (81-82) 」「自己と他者の統治 (82-83) 」
Foucault (2000).より。
たとえば　重田 (1997). や　柳内 (2000). など



































たとえば、桜井 (1996). や　桜井 (2000). や　中山 (1996). などがこれに含まれるだろう。
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Contemporary Society and the study of Michel Foucault
<Summary>
Hiroshi Ishikawa
This thesis deals with the study of contemporary society and Michel 
Foucault.
Based on the model of Moriaki Watanabe, I argue the direction of the study 
of Foucault by the “three dynamic lines”. I also argue the reflection of Foucault 
through the deliberation on the understandings of several scholars in Japan, such 
as Tetsushi Yamamoto, Yasunobu Fujiwara, and Atsushi Sugita, in order to think 
about the new direction of the study of him. 
